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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月14日(2016.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オンラインサインアップ（ＯＳＵ）のサービスセット識別子（ＳＳＩＤ）を使用してホ
ットスポットと結合し；
　前記ホットスポットを介して、ＯＳＵサーバとトランスポートレイヤセキュリティ（Ｔ
ＬＳ）セッションを設定し；
　加入に対するサインアップのため及び認証情報の提供のために前記ＯＳＵサーバとプロ
ビジョニングメッセージを交換し；
　前記ＯＳＵサーバから、加入管理オブジェクトを受信し；且つ
　前記ＯＳＵのＳＳＩＤを使用して前記ホットスポットから分離し且つ該ＯＳＵのＳＳＩ
Ｄとは異なる第１のＳＳＩＤ及び前記加入管理オブジェクトを使用して前記ホットスポッ
トと結合する、
　論理部を有する１つ以上のプロセッサ；及び
　２以上のアンテナ；
　を備える装置。
【請求項２】
　前記プロビジョニングメッセージは、オープン・モバイル・アライアンス・デバイス・
マネジメント（ＯＭＡ－ＤＭ）メッセージを含む、
　請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記プロビジョニングメッセージは、シンプル・オブジェクト・アクセス・プロトコル
拡張マークアップ言語（ＳＯＡＰ－ＸＭＬ）メッセージを含む、
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　請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記論理部は、さらに、証明書ベースの認証情報のプロビジョニングのための証明書登
録プロトコルを起動し；且つ
　前記証明書ベースの認証情報のプロビジョニングの後、前記論理部は、さらに、前記加
入管理オブジェクトに場所を追加するための前記ＯＳＵサーバからのコマンドを受信する
、
　請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記ホットスポットが、第１の基本サービスセット識別子（ＢＳＳＩＤ）及びＯＳＵの
ＢＳＳＩＤを提供する場合であり；且つ
　前記装置は、認証情報の提供のために前記ＯＳＵのＢＳＳＩＤを使用するように構成さ
れる、
　請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記ＯＳＵのＳＳＩＤは、前記第１のＳＳＩＤから導出される、
　請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記ＯＳＩのＳＳＩＤはベンダー固有の情報要素に含まれる、
　請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記第１のＳＳＩＤ及び第１のＢＳＳＩＤは送信されるプロファイルの一部であり；且
つ
　前記ＯＳＵのＳＳＩＤ及びＯＳＵのＢＳＳＩＤは送信されないプロファイルの一部であ
る、
　請求項５に記載の装置。
【請求項９】
　従属プロファイルの中のオンラインサインアップ（ＯＳＵ）のサービスセット識別子（
ＳＳＩＤ）を使用してホットスポットと結合し、且つＯＳＵサーバに対する安全な接続を
設定し；
　加入に対するサインアップのため及び認証情報部分を有する加入管理オブジェクトを作
成するのに必要な情報を識別するために前記ＯＳＵサーバとマネジメントメッセージを交
換し；
　前記加入管理オブジェクトを取得し；
　前記ホットスポットから分離し；且つ
　前記ホットスポットのプライマリプロファイルの中の前記ＯＳＵのＳＳＩＤとは異なる
第１のＳＳＩＤ及び前記加入管理オブジェクトの認証情報部分の中の情報を使用して前記
ホットスポットと結合する、
　論理部、を有する１つ以上のプロセッサ；及び
　２以上のアンテナ；
　を備える装置。
【請求項１０】
　前記従属プロファイルは、ＯＳＵプロバイダリストの中のフィールドとして含まれる、
送信されないプロファイルであり；且つ
　前記論理部は、さらに、前記ＯＳＵプロバイダリストを取得する、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記従属プロファイルは、Ｗｉ－Ｆｉアライアンス（ＷＦＡ）のベンダー固有の情報要
素の一部であり；且つ
　前記論理部は、さらに、前記ＯＳＵのＳＳＩＤを取得するために、前記ベンダー固有の
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情報要素を復号化する、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記論理部は、さらに、前記第１のＳＳＩＤをユーザに表示し、且つ前記第１のＳＳＩ
Ｄが表示される場合、前記ＯＳＵのＳＳＩＤを隠す、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　前記論理部は、さらに、オンラインサインアップに使用される前記ＯＳＵのＳＳＩＤを
含むＯＳＵプロバイダリストを受信する、
　請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記装置は、
　前記２以上のアンテナと結合されるように構成される送受信部、
　をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記論理部は、さらに、前記第１のＳＳＩＤ及び前記ＯＳＵのＳＳＩＤを提供する前記
ホットスポットをプローブレスポンスに基づき識別する、
　請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　無線ネットワークの中の装置を操作するための複数の操作を行うための１つ以上のプロ
セッサによる実行のための指令を記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、
前記複数の操作は、
　オンラインサインアップ（ＯＳＵ）のサービスセット識別子（ＳＳＩＤ）を使用してホ
ットスポットと結合し；
　前記ホットスポットを介して、ＯＳＵサーバとトランスポートレイヤセキュリティ（Ｔ
ＬＳ）セッションを設定し；
　加入に対するサインアップのため及び認証情報の提供のために前記ＯＳＵサーバとプロ
ビジョニングメッセージを交換し；
　前記ＯＳＵサーバから、加入管理オブジェクトを取得し；且つ
　前記ＯＳＵのＳＳＩＤを使用して前記ホットスポットから分離し且つ該ＯＳＵのＳＳＩ
Ｄとは異なる第１のＳＳＩＤ及び前記加入管理オブジェクトを使用して前記ホットスポッ
トと結合する、
　ように前記装置を構成する、
　非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１７】
　前記プロビジョニングメッセージは、オープン・モバイル・アライアンス・デバイス・
マネジメント（ＯＭＡ－ＤＭ）メッセージを含む、
　請求項１６に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１８】
　前記プロビジョニングメッセージは、シンプル・オブジェクト・アクセス・プロトコル
拡張マークアップ言語（ＳＯＡＰ－ＸＭＬ）メッセージを含む、
　請求項１６に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１９】
　前記指令は、さらに、証明書ベースの認証情報のプロビジョニングのための証明書登録
プロトコルを起動するように前記装置を構成し；且つ
　前記証明書ベースの認証情報のプロビジョニングの後、前記指令は、さらに、前記加入
管理オブジェクトに場所を追加するための前記ＯＳＵサーバからのコマンドを受信するよ
うに前記装置を構成する、
　請求項１６に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
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